「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(とち),土地)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(かおく),家屋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(ちょうさし),調査士)」は、こんな時にお役にたちます

（登記の種類）　土地分筆登記

　＜相談内容＞

[image: image1.jpg]


マイホームをやっとのおもいで手に入れたのに、土砂災害で土地の境界が解らなくなった。

（解説）

　土地を買うときには、その土地の坪数を確認して金額が決まります。土地家屋調査士は境界杭を埋設して測量をして坪数を計算すると同じに、その境界の位置確認を致します。現在では衛星を使った測量も取り入れ、もしその境界杭が無くなっても、元の位置に境界杭を埋設できるように地積測量図に境界位置情報を記載していますので心配はありません。

（登記の種類）　土地境界確認作業
＜相談内容＞
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土地を相続したので、現地に行ってみたら父親から聞いていた所に境界杭がありません。隣の地主に尋ねたら、ちゃんと土地を管理しないからだと言われた。

（解説）

　土地の測量を土地家屋調査士に頼んで調査・測量していれば、境界を復元することはできます。

その時の土地家屋調査士にお願いするか、もしその方が辞めていなければ、その資料を持って、最寄の土地家屋調査士へお尋ね下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　〔問題は、きっと解決いたします。〕
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この調査結果を、登記簿に記載するための申請代理を受け賜ります。

　　　　　大分市城崎町二丁目４番１９号

　　　　　土地家屋調査士　　小　手　川　保　　彦
　　　　　　　　　　　　　℡　097-533-6304

